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《
三
月
ニ
十
五
日
、
第
一
、
三
六
六
回 

Ｍ
Ｓ
》 

さ
い
た
ま
市
南
倫
理
法
人
会
・
さ
い
た
ま
市
地
区
副
地

区
長
の
志
村
巌
氏
（
㈲
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
）
を
講
師
に 

お
招
き
し
テ
ー
マ
『
更
正
保
護
と
倫
理
』
と
題
し
講
話
を

頂
き
ま
し
た
。
講
話
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
と
「
保
護
司

は
、
子
ど
も
の
未
来
の
一
助
に
な
れ
ば
い
い
な
あ
と
い
う

思
い
で
、
引
き
受
け
ま
し
た
。
犯
罪
の
サ
イ
ク
ル
と
し
て

①
生
活
態
度
が
乱
れ
る
。
深
夜
徘
徊
、
目
的
も
無
く
夜
出

歩
く
。
②
朝
、
起
き
ら
れ
な
い
。
朝
食
が
取
れ
な
い
。
③

遅
刻
す
る
。
勉
強
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
る
。
④
悪
い
友

達
が
つ
く
。
ド
ロ
ッ
プ
す
る
。
従
っ
て
、
規
則
正
し
い
生

活
が
大
切
で
す
。
」
ま
た
「
少
年
・
少
女
の
更
正
に
関
し

て
は
、
体
験
談
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
そ
し
て
「
越

谷
の
皆
様
に
元
気
を
も
ら
い
、
あ
り
が
と
う
。
」
と
結
ば

れ
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
に
基
づ
か
れ
た
お
話
に
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

         

会
員
ス
ピ
ー
チ
で
は
渡
辺
秀
雄
幹
事
（
㈱
ア
ー
ト
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
）
が
、
大
震
災
に
関
連
し
て
、
越
谷
の
斎
場
や

お
寺
・
式
場
に
も
停
電
の
影
響
有
り
、
後
継
者
倫
理
塾
の

仲
間
が
発
電
機
を
貸
し
て
く
れ
て
、
有
難
か
っ
た
。
ま
た

命
や
家
族
の
大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
と
語
る
。

◆ 

「
幹
部
研
修
」
の
ご
案
内 

・
十
九
日
（
木
）
十
九
時
～
ニ
十
時 

講
師 

松
本 

和
子
（
詳
細
は
前
記
） 

テ
ー
マ
『
男
は
度
胸
・
女
は
愛
嬌
』 

＊
会
場
は
南
越
谷
自
治
会
館
で
す 

ど
な
た
様
で
も
、
参
加
で
き
ま
す
よ
。 

【 

五
月
の
行
事
予
定 

】 

◆ 

モ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー 

・
六
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

さ
い
た
ま
市
与
野
倫
理
法
人
会 

 

体
験
報
告
者 

大
澤 

英
山 

（
首
都
圏
環
境
サ
ー
ビ
ス
㈱
） 

テ
ー
マ
『
倫
理
三
年
生
』 

・
十
三
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

八
潮
市
倫
理
法
人
会 

事
務
長 

水
口 

敏
広 (

Ａ
Ｓ
Ａ
ハ
潮)

 
 

テ
ー
マ
『
バ
ッ
ク
一
つ
か
ら
年
商 

 
 
 
 

四
億
ハ
千
万
へ
』 

・
二
十
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

松
本 

和
子 

テ
ー
マ
『
倫
理
指
導
と
実
践
』 

＊
会
場
は
南
越
谷
自
治
会
館
で
す 

・
二
十
七
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 

幸
手
市
倫
理
法
人
会 

副
会
長 

 

埼
玉
県
Ｍ
Ｓ
委
員
長
・
体
験
報
告
者 

 

花
輪 

喜
美
江
（
エ
コ
ベ
ス
ト
） 

テ
ー
マ
『
夢
と
希
望
を
持
っ
て
夫
婦 

 
 
 
 

二
人
三
脚
』 

①中村猛会長の挨拶で始まりました 

《
四
月
一
日
、
第
一
、
三
六
七
回 

Ｍ
Ｓ
》 

 

越
谷
市
倫
理
法
人
会
の
青
木
伸
翁
会
員
（
㈱
ア
オ
キ
）
に

講
師
を
お
願
い
し
テ
ー
マ
『
よ
っ
ぽ
ど
の
縁
』
と
題
し
講
話

を
頂
き
ま
し
た
。
始
め
に
「
今
回
の
大
震
災
で
は
仲
間
が
現

地
に
行
き
出
来
る
こ
と
を
協
力
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を

誇
り
に
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
与
え
ら
れ
た
試
練
で
あ
り
、
必

ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
」
と
話
さ
れ
、

続
い
て
「
ロ
ー
タ
リ
ー
は
奉
仕
団
体
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

実
は
倫
理
を
勉
強
す
る
場
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

心
の
勉
強
を
す
る
場
と
気
付

づ
き
、
衝
撃
的
で
し
た
。
」 

ま
た
「
最
も
良
く
奉
仕
す
る

者
は
最
も
多
く
報
い
ら
れ 

る
」
等
、
心
に
響
く
素
晴
ら

し
い
講
話
で
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

         

会
員
ス
ピ
ー
チ
で
は
浦
野
多
江
子
会
員
（
㈱
三
慶
フ
ー
ズ
）

が
、
大
震
災
を
見
て
毎
日
涙
を
流
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い

た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、
地
に
足
を
つ
け
て
、
何
が
出
来

る
か
考
え
な
が
ら
前
向
き
に
頑
張
ろ
う
と
、
社
員
と
と
も
に

決
意
を
あ
ら
た
に
し
ま
し
た
と
語
る
。
頑
張
ろ
う
、
日
本
。

会員スピーチの浦野会員 

講師の青木伸翁氏 応援に駆けつけたＪＣの役員

講師の志村巌氏 

会員スピーチの渡辺秀雄幹事
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会員スピーチの粟屋副会長 

講師の小田洋氏 

 

会
員
ス
ピ
ー
チ
は
粟
屋
慎
治
副
会
長
（
協
和
興
運

㈱
）
。
大
震
災
で
思
っ
た
こ
と
は
、
危
機
管
理
に
つ
い
て

で
す
。
非
常
用
電
源
等
の
備
え
が
有
り
な
が
ら
、
い
ざ
と

い
う
時
に
使
用
で
き
な
い
。
日
頃
の
チ
ェ
ッ
ク
が
大
事
で

す
。
ま
た
節
電
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
、
と
語
る
。

《
四
月
八
日
、
第
一
、
三
六
八
回 

Ｍ
Ｓ
》 

横
須
賀
市
倫
理
法
人
会
会
長
の
小
田
洋
氏
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ

ク
ロ
ー
バ
ー
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、
『
倫
理
は
楽
し

い
』
を
テ
ー
マ
に
「
現
在
、
学
校
で
は
道
徳
の
教
科
書

が
な
い
。
従
っ
て
先
生
の
主
観
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

何
を
教
え
て
い
る
の
か
見
え
て
こ
な
い
。
」
と
の
指
摘

や
「
基
軸
と
し
て
、
普
通
の
道
理
・
規
範
意
識
・
使
命

感
・
徳
・
こ
う
い
っ
た
も
の
が
大
事
で
あ
る
。
」
と
の

お
話
に
共
感
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
し
て
「
万
人
幸
福
の

栞
を
勉
強
し
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
、
倫
理
法
人
会

の
活
動
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
」
と
結
ば
れ

ま
し
た
。
前
日
の
経
営
者
の
集
い
と
、
二
日
間
に
わ
た

り
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
ご
遠
方
か
ら
お
越
し
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
三
十
四
名
で
し
た
。

全会員による情報提供 
平成 23 年 7 月 20 日達成日 

                  

 

     

 

《
普
及
活
動
に
つ
い
て
（
お
願
い
）》 

越
谷
市
倫
理
法
人
会 

会
長 

中
村 

猛 

 

会
員
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
か
ら
倫
理
活
動
に
、
ご
理
解
と 

ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

さ
て
今
年
度
も
後
半
に
入
り
普
及
活
動
に
邁
進
す
る
時
期
が 

来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
東
日
本
大
震
災
を
体
験
し
て 

大
き
く
変
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
素
晴
ら
し
い
倫
理

を
、
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
今
年
の
普
及
活
動
は
、 

グ
ル
ー
プ
班
を
結
成
し
て
切
磋
琢
磨
し
成
果
を
上
げ
て
行
こ
う 

と
思
い
ま
す
。
私
は
ど
の
班
に
も
応
援
に
行
き
ま
す
。
ま
た
臨 

機
応
変
に
時
間
の
あ
る
方
が
声 

を
掛
け
合
い
二
人
以
上
で
動
き 

ま
し
ょ
う
。
当
面
の
目
標
は
百 

ニ
十
社
で
す
。
そ
れ
か
ら
百
三 

十
五
社
へ
の
挑
戦
で
す
。
皆
さ 

ん
の
情
報
と
行
動
力
を
基
礎
に 

し
て
最
後
の
四
ヶ
月
を
達
成
に 

向
け
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ＡＧ 
班長 
北嶋 

ＢＧ 
班長 
飯田 

ＣＧ 
班長 
米山 

ＤＧ 
班長 
粟屋 

関根 
今井 
佐々岡 

 

大住 
浅野 
米山照 
仲隆徳 

星野 

原田秀 
伊東 

原田慎 

雨谷 

渡辺 

北原 

会長 中村 猛 

現在 101 社 
目標 135 社 

普及活動表 

中村猛会長 

会員スピーチの雨谷氏 

講師の長内繁氏 

会
員
ス
ピ
ー
チ
は
雨
谷
大
幹
事
（
㈱
三
協
運
輸
サ
ー

ビ
ス
）
。
五
年
ぶ
り
の
会
員
ス
ピ
ー
チ
で
す
。
一
時
期
、

沈
ん
で
い
た
自
分
が
、
よ
う
や
く
這
い
上
が
っ
て
き
ま

し
た
。
飯
田
さ
ん
を
、
当
会
に
誘
っ
た
手
前
、
自
分
も

Ｍ
Ｓ
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
も
宜
し
く
と
語
る
。

《
四
月
十
五
日
、
第
一
、
三
六
九
回 

Ｍ
Ｓ
》 

さ
い
た
ま
市
南
倫
理
法
人
会
、
専
任
幹
事
の
長
内
繁

氏
（
㈱
ベ
ッ
ク
）
を
講
師
に
お
招
き
し
『
倫
理
で
我
を

捨
て
る
』
を
テ
ー
マ
に
「
二
十
歳
の
時
に
交
通
事
故
に

遭
い
、
こ
の
時
に
花
の
咲
く
綺
麗
な
三
途
の
川
で
、
亡

き
母
と
出
合
い
、
ま
だ
こ
っ
ち
に
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
と

言
わ
れ
、
命
拾
い
し
ま
し
た
。
平
成
十
九
年
六
月
に
倫

理
法
人
会
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
、
Ｍ
Ｓ
は
皆
勤
で
す
。

家
庭
倫
理
も
昨
年
十
一
月
か
ら
百
回
続
け
、
現
在
三
百

回
に
挑
戦
中
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
お
役
は
、
出
来
る
か

ら
頼
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
素
直
に
ハ
イ
と
受
け
な
さ
い

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
我
の
強
い
自
分
が
倫
理
の
学
び
で
、

少
し
角
が
と
れ
て
き
ま
し
た
。
倫
理
の
良
さ
、
有
り
難

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
」
等
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
貴
重

な
体
験
談
と
、
ご
指
導
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


	越りん２３年５月、第９号の表
	越りん２３年５月、第９号その２

